
平成２５年度森林計画の策定等に関する検討会議事概要

１ 日 時 平成２6年３月7日(金) 13:30～15:3５

２ 場 所 東北森林管理局 ２階 大会議室

３ 出 席 者 別紙のとおり

４ 議事概要

【検討会の検討結果】

○ 地域管理経営計画及び国有林野施業実施計画の策定及び変更について

は賛同ということで了承する。

【主な意見】

○ 木質バイオマスの利用にあたって民有林との連携により地域産業振興

に結びつく、市民を巻き込んだ仕組みづくりをお願いしたい。

○ 国有林野の管理経営についての膨大な事務量に対して、次世代に森林

を引き継ぐためには、適切な人員配置が必要。

○ 渓畔保全プロジェクト林については、モニタリングを実施しつつ推進

していただきたい。

○ 伐採量算定の考え方をより分かりやすく示すよう工夫してほしい。

○ 森林の公益的機能維持は非常に重要であり、この取り組みについて国

民にＰＲしていくことが重要である。

○ 森林環境教育については、国民の期待が高いと思うので、積極的に推

進していただきたい。

○ 造林コストの低減など、国有林が主導して民有林をリードしていただ

きたい。

○ 境界の明確化や所有者が不明な不在村地主対策等の問題に対し、民有

林と連携して対処していただきたい。

○ シカの問題については、被害拡大を未然に防ぐことが重要である。こ

れまでの被害についてしっかり分析して、被害拡大の兆候を捉えていただ

きたい。

○ 国、県、市町村、民間などが連携して海岸防災林を育成できるよう、

さらに議論を進めていただきたい。

別紙２
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